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照明設備の配線設計をするにあたり、下記の要点を考慮する必要があります。

(1)安全であること

(2)法規に適合していること

(3)照明の機能を十分発揮できること

(4)使用上便利であること

(5)経済的であること

(6)省エネルギー、省資源を考慮すること

(7)環境に配慮すること

配線設計に関連する代表的な法規と規格を下記に示します。

(1)電気設備に関する技術基準を定める省令（電技）

(2)電気設備の技術基準の解釈

(3)内線規程（日本電気協会）

(4)電気用品安全法

(5)日本産業規格（JIS）

（手順1）負荷の決定

照明設計により、照明器材（光源のW数など）、灯数を選定して、負荷を決定します。

（手順2）電気方式と電圧の選定

一般的に、負荷容量が小さいときは単相2線式が採用され、負荷容量が大きい場合は三相3線

式、複数の電圧を取り出したい場合は単相3線式などの電気方式が採用されます。

（手順3）幹線、分岐回路の設計

点灯制御パターン（常夜回路、深夜消灯回路など）や受口などを考慮し、回路分けを行います。

幹線、分岐回路を保護する装置（過電流遮断器など）を選定します。

（手順4）配管、配線方法の選定

経済性や周辺施設との調和を考慮し配線方法を選定します。（露出、地中埋込、架空配線など）

（手順5）電線、ケーブルの選定

用途や布設状況にあった電線、ケーブル種類を選定します。（エコケーブル、耐火ケーブルなど）

許容電流、電圧降下を考慮し、最適な導体サイズを選定します。

（手順6）配線図の作成

岩崎電気株式会社照明技術資料 NO.TD16 ver 1.0

5.1.1
配線設計上の要点

5.1.2
関連法規と規格

5.1.3
照明設備の
配線設計の手順

5.1 配線設計

照
明
関
連
設
備
の

設
計
資
料5-1



IWASAKI LIGHTING HANDBOOK

電圧は、次の区分により低圧、高圧及び特別高圧の3種類に分類されます。

表1.1 電圧の種別

照明（電灯）の設備設計で、主として用いられる電気方式は次の通りです。

表1.2 電気方式
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電圧の種別 電 圧 値

低圧
直流：750（V） 以下

交流：600（V） 以下

高圧
直流：750（V） 超過 7000（V） 以下

交流：600（V） 超過 7000（V） 以下

特別高圧 7000（V） 超過

電 気 方 式 周波数（Hz）

単相2線式

100（V）

50 または 60

200（V）

単相3線式 100／200（V） 50 または 60

三相3線式

200（V） 50 または 60

415（V） 50

460（V） 60

三相4線式

415／240（V） 50

460／265（V） 60
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幹線から分岐して、分岐過電流遮断器から負荷に至るまでの回路のことを分岐回路と言います。

分岐回路の種類によって、分岐回路に接続できる最小電線サイズ、及び受口が内線規程で定められ
ており、それをまとめたものを表1.3に示します。

表1.3 分岐回路の種類により接続できる最小電線サイズ及び受口

注1）分岐回路一般で規定している直径1.6mm以上の電線を使用すれば長さ3m以下に限らなくても

よいことを示します。

（参考文献 (一社)日本電気協会：JEAC8001，内線規程，(一社)日本電気協会(2016))

内線規程では、分岐回路の負荷容量は、その分岐回路を保護する過電流遮断器の定格電流の
80％を越えてはいけないと定めています。

過電流遮断器の容量を選定する際の電流値は、LED照明用電源装置の場合、入力電流最大値を
使用します。

LEDランプ、LED照明器具を使用する場合、過電流遮断器の選定時には突入電流も考慮してくださ
い。突入電流最大値の合計と持続時間を、過電流遮断器の動作特性と比較して選定します。

複数の定格電圧を持つランプ、器具の場合、入力電圧に比例して突入電流も増加するため注意が
必要です。

《計算例》

分岐回路に125WLED照明器具が10台接続され、突入電流がない場合

125W用電源装置の電流特性：

入力電流＝0.69（A）(200V時)

負荷容量の算定には入力電流最大値を使用します。

0.69（A）×10（台）＝6.9（A）

分岐回路の負荷容量は過電流遮断器の定格電流の80％を越えてはならないので

6.9（A）÷0.8＝8.625（A）

よって、定格電流が直近上位の15（A）の容量の過電流遮断器を選定します。

5.1.6
分岐回路の種類

5.1.7
分岐過電流遮断器
の容量の選定
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種類
分岐過電流遮断
器の定格電流

最小電線（銅線）サイズ 受 口

分岐回路

一般

分岐点から1つ
の受口（コンセ
ントを除く）に至
る部分（長さ3m
以下の場合に
限る）

ねじ込み接続器及びソケット

15A

分岐回路
15A以下

直径1.6mm

以上

―

（注1）

○公称直径が39mm以下の

ねじ込み形のソケット

○ねじ込み形以外のソケット

○公称直径が39mm以下の

ねじ込み接続器

20A

配線用

遮断器

分岐回路

20A

（配線用遮断器に
限る）

直径1.6mm

以上

―

（注1）

20A

分岐回路

20A

（ﾋｭｰｽﾞに限る）

直径2.0mm

以上

直径1.6mm

以上 ○ハロゲン電球用ソケット

○白熱電灯用の公称直径が

39mmのソケット

○放電灯用の公称直径が

39mmのソケット

○公称直径が39mmの

ねじ込み接続器

30A

分岐回路
30A

直径2.6mm

以上

直径1.6mm

以上

40A

分岐回路
40A

断面積8mm2

以上

直径2.0mm

以上

50A

分岐回路
50A

断面積14mm2

以上

直径2.0mm

以上
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導体サイズは、表1.3に示す最小電線サイズの他に許容電流、電圧降下を検討して選定します。

(1)許容電流

該当する回路に流れる最大負荷電流よりも、許容電流が大きな導体サイズを選定します。仮に

最大負荷電流よりも許容電流が小さい導体サイズを選定してしまうと、導体には許容電流以上の

電流が流れるため、導体の温度が上昇し絶縁被覆の劣化、溶融が発生し、場合によっては発煙、

発火事故につながります。

(2)電圧降下

電線路に負荷を接続し、ケーブルに通電すると、導体抵抗及びリアクタンス、すなわちインピー

ダンスの影響により、受電端電圧が低くなり、送電端電圧と受電端電圧に差が生じます。この差を

電圧降下といいます。電圧降下は導体サイズが大きい程小さくなります。

内線規程に、低圧配線における電圧降下の許容値が定められており、それをまとめたものを、

表1.4に示します。

電圧降下が許容値に収まるように導体サイズを選定します。

表1.4 電圧降下の許容値

(参考文献 JEAC8001：内線規程，(一社)日本電気協会(2016))

1)道路、トンネル照明の場合

電圧降下の許容値は表1.4に示す範囲となります。

ただし、「道路照明施設設置基準・同解説」（（公社）日本道路協会）に、HIDランプ（放電灯）の

場合は、6％を超えると光束の低下や立消えの原因となるため、電圧降下は6％以下とすると明

記されています。LEDランプ、LED照明器具も同様に、電圧降下が6％を超えると正常に点灯で

きません。道路、トンネルにおいては、こう長が200ｍを超える場合が多くありますが、200ｍ超

過の場合でも許容電圧降下は6％以下とします。

2)屋外スポーツ、ヤード照明の場合

電圧降下の許容値は表1.4に示す範囲となります。

ただし、使用する安定器や電源装置によって電圧変動特性が違うので、安定器や電源装置

の特性を考慮する必要があります。

①一般形安定器、LEDランプ用電源装置、LED照明器具用電源装置

電圧変動特性が±6％なので、200ｍ超過の場合でも電圧降下の許容値は6％以下となり

ます。

②定電力形安定器

電圧変動特性が±10％なので、電圧降下の許容値は表1.4に示す範囲となります。

（電気使用場所内に設けた変圧器から供給する場合で200ｍ超過の場合は7％以下）

定電力形安定器は一般形に比べて高価なので、経済性の効果を検討する必要があります。

5.1.8
導体サイズの選定
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供給変圧器の二次側端子
又は引込線取付点から
最遠端の負荷に至る間の
電線のこう長（m）

電圧降下（％）

電気使用場所内に設けた

変圧器から供給する場合

電気事業者から低圧で電気

の供給を受けている場合

幹線
分岐

回路
合計 幹線

分岐

回路
合計

60 以下 3 以下 2 以下 ― 2 以下 2 以下 ―

120 以下 ― 5 以下 ― 4 以下

200 以下 ― 6 以下 ― 5 以下

200 超過 ― 7 以下 ― 6 以下
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(3)電圧降下の計算式

1)基本式

交流回路における電圧降下の基準となる公式は次式で示されます。

式1-1

e ：電圧降下（V）

K ：電気方式による係数

単相2線式 K=2（線間）

単相3線式 K=1（大地間）

三相3線式 K=√3（線間）

三相4線式 K=1（大地間）

Ｉ ：電流値（A）

R ：線路の交流導体抵抗（Ω/km）

X ：線路のリアクタンス（Ω/km）

cosθ：負荷端力率

L ：線路のこう長（km）

2)簡略式

式1-1に示すように、交流回路では抵抗以外に、リアクタンスや力率の影響があることがわか

ります。ただし、通常屋内配線などで使用されるものについては、リアクタンスを無視し、力率を

1と見て差し支えない場合が多く、その場合は式1-2で示されます。

式1-2

e ：電圧降下（V）

K ：電気方式による係数

単相2線式 K=2（線間）

単相3線式 K=1（大地間）

三相3線式 K=√3（線間）

三相4線式 K=1（大地間）

Ｉ ：電流値（A）

R ：線路の交流導体抵抗（Ω/m）

L ：線路のこう長（m）

式1-2における電線1ｍあたりの抵抗Rは、導体の太さによって異なるため、単位断面積

（1ｍｍ2）あたりの固有抵抗と銅線の導電率より、下記のように置き換えることができます。

・標準軟銅の固有抵抗（20℃）＝1/58（Ω/m）

・銅電線の導電率＝97（％）

これより、

A ：使用電線の導体断面積（mm2）

抵抗R、及び電気方式Kを、式1-2に代入することにより、表1.5に示す電圧降下の簡略式が

求められます。
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LXRIKe  θ）θ（ sincos

LIRKe 

AA
R

1

1000

8.171

97.058

1




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表1.5 電圧降下計算式（簡略式）及び断面積の式

e ：電圧降下（V）

Ｉ ：電流値（A）

L ：線路のこう長（m）

A ：使用電線の導体断面積（mm2）

（4）導体サイズの決定

以上のことより、許容電流、電圧降下で求めたそれぞれの導体サイズのうち、大きい方の導体

サイズを選定して設計を行います。

なお、高圧回路など短絡時に流れる電流が大きい場合は、短絡時の許容電流も考慮して設計

を行う必要があります。

表1.6 ケーブルの短絡時の許容電流簡略計算式

t ：短絡継続時間（秒）

A ：導体断面積（mm2）
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電気方式 電圧降下 電線の断面積

単相2線式

三相3線式

単相3線式

三相4線式

A

IL
e





1000

6.35

A

IL
e





1000

8.30

A

IL
e





1000

8.17

e

IL
A





1000

6.35

e

IL
A





1000

8.30

e

IL
A





1000

8.17

t

A
I 96

t

A
I 134

絶縁体の種類
ケーブルの

種類

短絡前の
導体温度

（℃）

短絡時の
最高許容温度

（℃）

計算式
（銅）

ビニル ＶＶ、ＶＥ ６０ １２０

架橋
ポリエチレン

ＣＶ、ＣＥ ９０ ２３０



IWASAKI LIGHTING HANDBOOK

電圧降下の計算に必要な各種ケーブルのインピーダンスを表1.7～表1.12に示します。

表1.7 600V CV、CE/F、VV （周波数：50Hz）

(参考文献 (一社)建設電気技術協会：電気通信施設設計要領・同解説(電気編) (2017))

(参考文献 古河電気工業(株)殿：電設資材ガイド2019-2020(2019))

表1.8 600V CV、CE/F、 VV （周波数：60Hz）

(参考文献 (一社)建設電気技術協会：電気通信施設設計要領・同解説(電気編) (2017))

(参考文献 古河電気工業(株)殿：電設資材ガイド2019-2020(2019))

5.1.9
ケーブルの
インピーダンス
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導体公称 

断面積 

 

（mm2） 

600V CV、CE/F 

（2 心および 3 心） 

600V CV、CE/F 

（4 心） 

600V VV 

（2 心および 3 心） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

R（60℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

2 12.0 0.0992 12.0 0.106 10.9 0.0992 

3.5 6.76 0.0914 6.76 0.0987 6.13 0.0914 

5.5 4.34 0.0914 4.34 0.0987 3.93 0.0914 

8 3.01   0.0870 3.01   0.0943 2.73   0.0914 

14 1.71   0.0828 1.71   0.0901 1.55   0.0902 

22 1.08   0.0820 1.08   0.0893 0.983   0.0881 

38 0.626   0.0771 0.626   0.0844 0.569   0.0844 

60 0.397   0.0768 0.397   0.0841 0.361   0.0798 

100 0.239   0.0773 0.239   0.0846 0.217   0.0773 

150 0.160   0.0744 0.160   0.0816 0.145   0.0757 

200 0.121   0.0755 0.121   0.0827 0.110   0.0749 

250 0.0985   0.0739 0.0985   0.0812 0.0899   0.0734 

325 0.0770   0.0723 0.0770   0.0795 0.0704   0.0728 

導体公称 

断面積 

 

（mm2） 

600V CV、CE/F 

（2 心および 3 心） 

600V CV、CE/F 

（4 心） 

600V VV 

（2 心および 3 心） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

R（60℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

2 12.0 0.119 12.0 0.128 10.9 0.119 

3.5 6.76 0.110 6.76 0.119 6.13 0.110 

5.5 4.34 0.110 4.34 0.119 3.93 0.110 

8 3.01   0.104 3.01   0.113 2.73   0.110 

14 1.71   0.0994 1.71   0.108 1.55   0.108 

22 1.08   0.0984 1.08   0.107 0.983   0.106 

38 0.627   0.0925 0.627   0.101 0.569   0.101 

60 0.397   0.0922 0.397   0.101 0.361   0.0958 

100 0.240   0.0928 0.240   0.102 0.218   0.0928 

150 0.160   0.0893 0.160   0.0980 0.146   0.0909 

200 0.122   0.0906 0.122   0.0993 0.111   0.0899 

250 0.0995   0.0888 0.0995   0.0974 0.0910   0.0881 

325 0.0783   0.0867 0.0783   0.0955 0.0719   0.0873 
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表1.9 600V CVD、CVT、CED/F、CET/F （周波数：50Hz）

(参考文献 古河電気工業(株)殿：電設資材ガイド2019-2020(2019))

表1.10 600V CVD、CVT、CED/F、CET/F （周波数：60Hz）

(参考文献 古河電気工業(株)殿：電設資材ガイド2019-2020(2019))
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600V CVD、CVT 

600V CED/F、CET/F 

導体公称 

断面積 

 

（mm2） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

14   1.71   0.107 

22   1.08   0.103 

38   0.626   0.0955 

60   0.397   0.0913 

100   0.239   0.0881 

150   0.159   0.0846 

200   0.121   0.0859 

250   0.0981   0.0836 

325   0.0764   0.0816 

600V CVD、CVT 

600V CED/F、CET/F 

導体公称 

断面積 

 

（mm2） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

14   1.71   0.128 

22   1.08   0.123 

38   0.626   0.115 

60   0.397   0.110 

100   0.240   0.106 

150   0.160   0.102 

200   0.121   0.103 

250   0.0989   0.100 

325   0.0775   0.0980 
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表1.11 6600V CV、CE/F、CVT、CET/F （周波数：50Hz）

(参考文献 古河電気工業(株)殿：電設資材ガイド2019-2020(2019))

表1.12 6600V CV、CE/F、CVT、CET/F （周波数：60Hz）

(参考文献 古河電気工業(株)殿：電設資材ガイド2019-2020(2019))

（注1）短絡時許容電流の計算は下記によります。

計算式

I ：短絡時の許容電流（A）

A：導体断面積（mm2）

t ：短絡継続時間（秒）

計算条件

短絡前の導体温度＝90（℃）、短絡時の最高許容温度＝230（℃）

短絡継続時間＝0.3（秒）の場合
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導体公称 

断面積 

 

（mm2） 

6600V CV、CE/F 

（3 心） 
6600V CVT、CET/F 

短絡時 

許容電流 

（A） 

（注 1） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

14  1.71 0.128 ― ― 3420   

22 1.08 0.119 1.08 0.136 5380   

38 0.626 0.109 0.626 0.125 9290   

60 0.397   0.101 0.397   0.116 14670   

100 0.239   0.0935 0.239   0.108 24460   

150 0.159   0.0885 0.159   0.102 36690   

200 0.120   0.0876 0.120   0.101 48920   

250 0.0981   0.0852 0.0977   0.0980 61160   

325 0.0764   0.0825 0.0759   0.0946 79510   

6600V CV、CE/F 

（3 心） 
6600V CVT、CET/F 

導体公称 

断面積 

 

（mm2） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

R（90℃） 

（Ω/km） 

XL 

（Ω/km） 

短絡時 

許容電流 

（A） 

（注 1） 

14  1.71 0.153 ― ― 3420   

22 1.08 0.143 1.08 0.163 5380   

38 0.626 0.130 0.626 0.150 9290   

60 0.397   0.121 0.397   0.139 14670   

100 0.239   0.112 0.239   0.129 24460   

150 0.159   0.106 0.159   0.123 36690   

200 0.121   0.105 0.121   0.121 48920   

250 0.0989   0.102 0.0984   0.118 61160   

325 0.0775   0.0990 0.0768   0.114 79510   

t

A
I 134
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自動点滅器には、バイメタルリレー式、電子式(半導体スイッチ式)と電子式(電磁リレー式)がありま
す。

バイメタルリレー式と電磁リレー式のものは、定格電流以上の電流を点滅器に流すと、内蔵リレー
の接点が点滅器動作時のアークにより溶着し動作しなくなります。また、半導体スイッチ式のものは、
定格電流以上の電流を流すと、電子回路が破損し動作しなくなります。自動点滅器の容量は、点滅
器を設置する回路に流れる負荷電流以上のものを選定する必要があります。

自動点滅器は、表1.13に示すように定格電圧、定格負荷電流、及び動作方式により区分されます。
表1.13の定格負荷電流以上が必要な場合には、電磁接触器を介して入/切する回路を構成してくださ
い。

過電流遮断器と同様に、LEDランプ、LED照明器具を使用する場合は突入電流も考慮して選定しま

す。突入電流最大値の合計が、自動点滅器の突入電流許容量を超えないように選定します。

複数の定格電圧を持つランプ、器具の場合、入力電圧に比例して突入電流も増加するため注意が

必要です。

表1.13 自動点滅器の区分

5.1.10
自動点滅器容量の
選定
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型式 定格電圧（Ｖ） 定格負荷電流（A） 動作方式

PBL

PBM

100

3

バイメタルリレー式

6

10

200

3

6

10

PR

100
10

電子式(電磁リレー式)
20

200
10

20

PH
100

3

電子式(半導体スイッチ式)6

200 6

PHM

100

3
電子式(半導体スイッチ式)

6

10 電子式(電磁リレー式)

200

3
電子式(半導体スイッチ式)

6

10 電子式(電磁リレー式)


